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原著論文 
看護学生の手術室見学実習を効果的に実施するための教育的試み＜第 2報＞ 
‐手術室実習資料「手術室入室から退室まで」の活用の効果について‐ 
 
大滝周 1)、大木友美 1)、加藤祥子 2) 
 
1)昭和大学保健医療学部看護学科 
2)昭和大学江東豊洲病院手術室（前昭和大学横浜市北部病院手術部） 
 
 
 
緒 言 
手術を受ける患者の環境は、低侵襲手術の開発
や麻酔技術の進歩により、手術時間そのものや入
院日数の短縮化傾向がある。そのような背景の中、
周手術期の患者をとらえることは難しく、看護学
生はなおさらである。看護学生の周手術期実習に
おける手術室見学実習は、患者が手術で受ける侵
襲や術後回復への援助を考えるためにも重要な実
習である。看護系A大学の手術を受ける患者を対
象とする成人看護学実習Ⅰは、患者の経過に合わ
せ、病棟、手術室、集中治療室で実習を実施して
いる。看護学生は、『手術・麻酔侵襲が手術を受け
る人の心身に及ぼす影響を理解し、術後の看護に 
活かすこと』という実習目標のもと、手術室見学
実習を行っている。 
先行研究において、手術室見学実習は、手術が
患者に及ぼす影響 1)など手術を受ける患者を理解
するだけではなく、手術室で提供される看護 2)に
ついて学び学生自身が自ら学びとる力 3)を育成す
るために重要な学習の場としても位置付けられて
いる。しかし、手術室見学実習は限られた実習時
間の中で行われるため、手術の状況や実習指導者
の関わりによっては看護学生が学習する内容や経
験に差がでる可能性がある。その時間の中で、実
習目標を把握して教育的な関わりをもつ重要性 4)
や効果的な指導の在り方を検討の必要性 5)などが
要旨 
 
本研究は、看護学生がこの手術室見学実習資料をどのように手術室見学実習で活用しているのか
状況を明らかにするとともに、手術室看護師による看護学生への具体的な支援を検討していくこと
を目的とした。 
方法は、成人看護学実習Ⅰ終了後の看護学生にインタビューを行い、質的に分析した。 
その結果、看護学生の語りより、【事前学習としてのツール】【実習の具体的イメージ化の促進】【指
導看護師と学生の相互活用】【実習内容の具体的理解】【資料が活かせない問題】の5つのカテゴリ
ーが導き出された。 
 手術室見学実習資料は、学習準備のツールであるとともに、手術中の具体的な理解や自主的に実
習に取り組むこと効果が見られた。また、実習中は看護学生と手術室看護師の相互で活用がされて
いたことが明らかとなり、互いに積極的に手術室見学実習に臨める可能性が示唆された。 
 
Keyword：成人看護学実習、手術、看護学生、看護教育 
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報告されているが、具体的な支援方法について言
及している報告は見当たらない。 
本研究対象者が実習をしているB病院は、年間
手術件数約 7500件（1日平均約 30件）、同日同時
間帯に複数の看護学生が手術室見学実習を実施し
ている。そのため、看護学生の指導は臨地実習指
導者 （以下、実習指導者とする）だけではなく、
指導経験の尐ない手術室看護師が担当しているこ
ともあり、必ずしも看護学生の状況を理解した手
術室看護師が担当できていないのが現状である。
そこでB病院の手術室では、手術室見学実習を効
果的に支援する取り組みとして、本研究の第 1報
（大滝周、大木友美、加藤祥子：看護学生の手術
室見学実習を効果的に実施するための教育的試み
＜第 1報＞）6)において紹介した手術室見学実習資
料「手術室入室から退室までの流れ」（以下、手術
室見学実習資料とする）の作成を行った。この資
料は、B病院で実習する看護学生に対し、成人看
護学実習Ⅰ開始前にA看護大学で行われる学内オ
リエンテーション時に配布し、手術見学の実際の
時に活用している。手術室オリエンテーションの
際に、指導看護師が手術室見学実習資料の使用方
法を説明し、手術室見学実習時に看護学生自身が
経験してみたいことを蛍光ペンでマーキングを行
い、手術室見学実習に臨んでもらっている。手術
見学実習における指導は、看護学生が蛍光ペンで
マーキングを行ってきた援助を、手術進行の中で
可能な限り手術室看護師と看護学生が一緒に実践
をするという形で行っている。 
そこで、本研究では、看護学生がこの手術室見
学実習資料をどのように手術室見学実習で活用し
ているのか状況を明らかにするとともに、手術室
看護師による看護学生への具体的な支援を検討し
ていくことを目的とする。 
 
方 法 
1． 研究対象者 
2012年 9月から 2013年 4月までにB病院で成
人看護学実習Ⅰを行ったA大学看護学生3･4年次
62名のうち研究に同意した 22名。 
2． データ収集 
成人看護学実習Ⅰの成績確定後、実習記録返却
時に、研究の協力を申し出てくれた学生に、プラ
イバシーが確保できる個室で手術室見学実習資料
「手術室入室から退室までの流れ」を見せながら、
実習時のことを想起させ、資料の活用の有無と学
生の思いや考えを語ってもらった。看護学生の語
りは、忠実に筆記し、逐語記録とした。インタビ
ューは、15分程度とした。 
 
3． 分析方法 
看護学生および手術室看護師が手術室見学実習
を効果的に実施するための具体的な方法が明らか
でない現象に対して理解するために質的帰納的研
究方法を用いた。対象ごとに面接内容を逐語録と
して起こし、繰り返し丁寧に読み、文章の意味が
読み取れる最小の文節を分析単位とし、コードと
した。意味内容が類似しているものをまとめて抽
象度を上げ、カテゴリー化をした。カテゴリーの
関係性を探索し、サブカテゴリー、カテゴリーの
抽出を行った。分析は、信頼性と妥当性を確保す
るために、研究者間で複数回検討を行った。 
 
4． 倫理的配配慮 
研究参加者に口頭で研究の概要を説明し、参加
は自由意志であること、参加の有無が学業成績に
影響しないこと、個人のプライバシーは厳守され
ること、研究結果が公表される場合においても個
人が特定されることがないことを説明し、同意が
得られた者を対象とした。 
 
5． 手術室見学実習資料「手術室入室から退室ま
での流れ」6) 
手術室入室から退室までを「手術室入室」「各手
術室・更衣・麻酔準備」「麻酔導入」「手術室にむ
けた準備」「手術開始、術中、手術終了」「手術終
了～麻酔覚醒」「手術室退室」の期間に分類し、「器
械だし看護師」「外回り看護師」「麻酔科医師」「外
科医師」の職種が患者に支援する項目を明記した。
手術室見学実習は「見学実習」であるが、可能な
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限り「体験実習」をしてもらいたいと考え、手術
室見学実習資料において看護学生に一緒に参加し
てもらいたいことを吹き出しで囲み、看護学生が
学生担当者と介助が可能な項目「★」と患者の状
態把握をするための重要な項目「◎」を表記した。
また、看護学生の指導は実習指導者だけではなく、
指導経験の尐ない手術室看護師が担当しているこ
ともあるため、手術室見学実習資料において、学
生を担当する手術室看護師を意味する学生担当者
という表現を用いた。 
 
結 果 
1. 研究対象者の概要 
消化器疾患に対する手術見学14名、呼吸器疾患、
整形外科疾患に対する手術見学各 3名、循環器疾
患、一般外科疾患に対する手術見学各 1名であっ
た。受け持ち患者の手術室入室から退室まで見学
できた学生は、22名中 18名、実習時間終了とな
り途中で見学が終了した学生は、4名だった。 
 
2. 資料を活用した時期 
 看護学生の資料の活用した時期は、事前学習に
活用した学生は 22名（活用率 100％）、手術見学
実習に活用した学生は 17名（活用率 77％）だっ
た。 
 
3. 看護学生が捉えた手術室見学実習資料の効
果について 
研究対象者の個別分析より抽出された内容を
「実習前」、「実習中」、「実習前から実習中」の時
期ごとに意味内容が類似されたものをまとめた。
その結果、56のコード、10のサブカテゴリー、5
のカテゴリーが抽出された。（表 1） 
以下、時期は[  ]、カテゴリーは【  】、サ
ブカテゴリーは＜  ＞、コードは「  」で示
す。 
 
1. [実習前]に看護学生が感じた手術室見学実習
資料の効果 
[実習前]は、【事前学習としてのツール】【事前学
習の内容の理解と促進】のカテゴリーより構成さ
れた。 
(1)【事前学習としてのツール】 
【事前学習としてのツール】は、＜事前学習と
して活用する＞＜事前学習の具体的な取り組み方
法がわかる＞＜実習に臨みやすくする＞のサブカ
テゴリーから構成された。 
看護学生は、手術室見学実習資料を「事前学習
に活用できた。」「術前の準備として、活用できた。」
というように＜事前学習として活用＞していた。
さらに、「調べていくときに何を調べればいいのが
わかった。」「事前にみてから、実習に臨んだ」な
ど、＜事前学習の具体的な取り組み方法がわかる
＞や＜実習に臨みやすくする＞と感じていた。 
 
(2)【事前学習の内容の理解と促進】 
 【事前学習内容の理解と促進】は、＜資料を有
効に思う＞＜手術室実習のイメージがつく＞のサ
ブカテゴリーで構成された。 
 看護学生が、手術室見学実習資料を「あった方
がいい。」「教科書より現場のことが反映されて、
よく理解できた。」など＜資料を有効に思う＞と感
じていた。看護学生にとって手術室見学実習資料
は、「流れがわかった。」「こんな風になるんだと想
像ができた。」というように＜手術室実習のイメー
ジがつく＞と感じているとともに、「ここならでき
るのかなあと想像できた。」「入室～退室まで分か
れていることで、その時に何をすべきかがわかっ
た。」との語りより、手術室見学実習前に看護学生
自身が手術室でできることを想像していた。 
 
2. [実習中]に感じた手術室見学実習資料の効果 
[実習中]は、【実習指導を行う看護師と学生の相
互活用】と【学習内容の具体的理解】のカテゴリ
ーより構成された。 
 
(1)【実習指導を行う看護師と学生の相互活用】 
【実習指導を行う看護師と学生の相互活用】は、
＜指導する看護師が資料を活用する＞＜学生が資
料を活用する＞のサブカテゴリーで構成された。 
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看護学生は、「手術室の看護師さんが、資料を見て、
これをやるのねって、焦点が絞れていたような感
じだった。」や「看護師さんも活用して、説明して
くれた。」と、＜指導する看護師が資料を活用する
＞場面を語った。看護学生は、手術室看護師との
関係性に関して、「自分が見たいことを聞いてくれ
た。」「手術中にこれ持っているんだねっていって、
見てくれた。」「確認してもらえた。」と感じていた。
また、看護学生は、「事前に一緒に確認し、把握し
てもらって、これをやってみようかというように
やった。」や「実践できた、観察して触ってみた、
資料を見ながら一緒にやってくれた。」と＜学生が
資料を活用する＞場面を語り、手術室見学実習に
おいて看護学生を指導する手術室看護師と学生間
において、相互活用がされていた。 
 
表 1：看護学生が捉えた資料の効果 
時期 カテゴリ  ー サブカテゴリ  ー コード（一部抜粋） 数 
実習前 
事前学習と
してのツー
ル 
事前学習として活用す
る 
事前学習に活用できた。 
4 
術前の準備として、活用できた。 
事前学習の具体的な取
り組み方がわかる 
調べていくときに何を調べればいいのわかった 4 
実習に臨みやすくする 事前にみてから、実習に臨んだ。 2 
事前学習の
内容の理解
と促進 
  
資料を有効に思う 
あった方がいい。 
4 
教科書より現場のことが反映されて、よく理解できた。 
手術室実習のイメージ
がつく 
流れがわかった。 
12 
ここならできるのかなあと想像できた。 
入室～退室まで分かれていることでその時に何をすべきかがわかった。 
こんな風になるんだと想像ができた。 
実習中 
指導看護師
と学生の相
互活用 
指導する看護師が資料
を活用する 
手術室の看護師さんが、資料を見て、これをやるのねって、焦点が絞れ
ていたような感じだった。 
8 
実践できた、観察して触ってみた、資料を見ながら一緒にやってくれた。 
事前に一緒に確認し、把握してもらって、これをやってみようかという
ようにやった。 
看護師さんも活用して、説明してくれた。 
手術中にこれ持っているんだねっていって、見てくれた。 
自分が見たいことを聞いてくれた。 
学生が資料を活用する いまどこですか？といって、資料をみながらやらせてもらえた。 3 
実習内容の
具体的理解 
実習の要点を理解する 
今、どこなのかがわかった。 
10 
ポケットに入れていいたので、手術中にみて、今これかと活用できた。 
体温、ガーゼカウント、血液測定、ガーゼカウントとか、器具をみてい
て、思っていたけど、安全第1に考えているのが分かった。 
積極的な姿勢を導く 
学生ができる基準として、どこができるのかをみることができた。 
3 
Key-wordになっていて、これをみて、やってみようと思えた。 
実習前
から実
習中 
資料が活か
せない問題 
資料がうまく活用でき
ない状況と難しさ 
   
その通りにはいかなかった。 
7 事前に見せてと言われなかった、タイミングがわからなかった。 
術中は、看護師が忙しくて、見てくれなかった。 
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(2)【学習内容の具体的理解】 
 【学習内容の具体的理解】は、＜学習の要点を
理解する＞＜積極的な姿勢を導く＞のサブカテゴ
リーで構成された。 
 看護学生は、手術室見学実習資料に対して「ポ
ケットに入れていいたので、手術中にみて、今こ
れかと活用できた。」や「体温、ガーゼカウント、
血液測定、ガーゼカウントとか、器具をみていて、
思っていたけど、安全第 1に考えているのが分か
った。」と感じ、看護学生は＜実習の要点を理解す
る＞ことができていた。また、手術室見学実習資
料は、「学生ができる基準として、どこができるの
かをみることができた。」「Key-wordになっていて、
これをみて、やってみようと思えた。」というよう
に、看護学生を＜積極的な姿勢を導く＞機会とな
った。 
 
3. [実習前から実習中] 
[実習前から実習中]は、カテゴリ 【ー資料が活か
せない問題】、サブカテゴリー＜資料がうまく活用
できない状況と難しさ＞で構成された。 
「その通りにはいかなかった」「事前に見せてと言
われなかった、タイミングがわからなかった。」の
ように、＜資料をうまく活用できない状況と難し
さ＞を看護学生は感じていた。「術中は、看護師が
忙しくて、見てくれなかった。」という指導を行う
看護師側の状況を映し出した。 
 
考 察 
1. 事前学習のツールとしての資料の活用と有
効性 
 研究対象者の全員が、手術室見学実習資料を事
前学習のツールとして活用し、事前学習を実施し
ていたことが明らかとなった。看護学生は、手術
室見学実習資料を用いて、事前学習をする上で具
体的に何を学習すればよいのか考え、ポイントを
絞った学習をしていることが推測できる。看護学
生は、手術室見学実習資料に対し、教科書より現
場のことが反映されて、よく理解できると感じて
おり、看護学生が手術室見学実習で必要な学習視
点が具体的に明記されているツールであると捉え
ている。また、看護学生が「入室～退室まで分か
れていることで、その時に何をすべきかがわかっ
た。」や「ここならできるのかなあと想像できた。」
と語っているように、手術室見学実習資料はチャ
ート式で手術の流れと手術室看護師が行う支援が
わかり、実習の中で自分たちが体験できることを
イメージすることができるツールとして用いてい
たことが考えらえる。 
溝部 7)は、「手術室実習は緊張する」の質問に対
し「大変思う」の割合 74.3％、「手術室実習は不安」
の質問に対し「大変思う」の割合 60％と、多くの
看護学生が手術室の実習に対して緊張や不安を抱
いていると報告している。手術前の不安の軽減に
対しての取り組みとして、大下 8)は、手術室見学
実習前に手術室で行われている看護のデモンスト
レーションを行い、イメージ化を図ることで、自
分自身の不安の軽減や自分自身の緊張の緩和など
内面的な準備に繋がっていると述べている。これ
らのことより、手術室見学実習資料は、手術室見
学実習に対する緊張や不安を感じている看護学生
に対し、手術室見学実習で自らに起こりうる事柄
を予測し、イメージさせる効果があり、手術室実
習見学前に感じている緊張や不安を軽減につなげ
ていくことができると推察できる。また、板東 5)
が「短時間の見学実習であっても、学習目標を設
定し、手術室における学習視点を具体的に提示し
た上で、学生が手術室に入室し、受け持ち患者が
手術を受ける姿を目のあたりにすることは、学生
の内発的動機付けの機会になっているといえる」
と述べているように、看護学生は手術室見学実習
資料を用いた事前学習により学習視点が具体的に
明確になることで、手術室見学実習への学生の内
発的動機づけにつなげることができると推測でき
る。 
このような点より、手術室見学実習資料は、手
術室見学実習に対する実習への学習準備のツール
であるとともに、手術室見学実習に臨む看護学生
の内発的動機づけに有効であることが示唆された。 
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2. 手術室見学実習中における資料の活用につ
いて 
(1)看護学生の活用 
手術室見学実習中は、患者の手術が優先される
ので、看護学生は限られた時間の中で看護師から
指導を受けることになる。そのような環境の中で
できるだけ、看護学生が効果的な指導が受けるこ
とができるように、B病院手術室の取り組みとし
て、看護学生に事前に手術室見学実習資料に経験
したい介助に蛍光ペンでマーキングし、そのマー
キングした援助を可能な限り手術室看護師と一緒
に行う指導方法を取り入れている。実際、22名中
17名（活用率 77％）の看護学生が手術室見学実習
中に活用したと回答し、「実践できた、観察して触
ってみた、資料を見ながら一緒にやってくれた。」
や「看護師さんも活用して、説明してくれた。」と
語ったように、手術室見学実習資料を活用しなが
ら手術室見学実習を実施していることが明らかと
なった。 
砂賀 9)の報告において、看護師の方から話しか
けたり、学生の希望を聞いたり、見学しやすい位
置を示しめすと不安が軽減されると述べられてお
り、実際に一緒に援助することができたことや「自
分が見たいことを聞いてくれた。」のように手術室
看護師からの看護学生への声掛けに対して、看護
学生は不安を軽減することができていたと推察で
きる。また、砂賀 9) は、「看護学生は、体験から学
ぶことにより、学ぶ楽しさを知り、尐しでもでき
たという体験を重ねていくことができれば、更に
主体的な学習に取り組むことができる。」と述べて
いる。手術室見学資料は、「体験実習」できるよう
に構成されているため、看護学生が、「ポケットに
入れていいたので、手術中にみて、今これかと活
用できた。」「Key-wordになっていて、これをみて、
やってみようと思えた。」というように、手術室見
学実習の中の限られた体験であっても、手術室で
起きている現象を具体的に理解するとともに、一
緒に手術室看護師と実践していく中で主体的に実
習に取り組んでいた可能性が考えらえる。 
これらの点より、手術室見学実習資料は、手術
室見学実習の具体的な理解ができるツールででき
るとともに自主的に実習に取り組むことができる
効果が示唆された。 
 
(2)実習指導を行う看護師の活用 
実習指導を行う看護師は、学生の指導に対して
やりがいや負担感、ジレンマ 10)などさまざまな感
情を抱いている。特に、手術室看護師は、看護学
生と実習期間中継続的にかかわることができず、
その日の外回り業務と兼務していることが多いた
め、看護学生の状況を理解した指導や、実習目標
を達成するための支援ができているかどうか不安
に感じている可能性が高い。山田 11)の報告の中で、
「『指導連携体制』が整っていることは、看護師の
積極的な指導態度と指導熱意を高め、看護師の指
導に関する不安を解消する要素となると考える」
と述べている。看護学生の「手術室の看護師さん
が、資料を見て、これをやるのねって、焦点が絞
れていたような感じだった。」と語りは、手術室見
学実習資料は看護学生を指導する方向を示すツー
ルとして手術室看護師が活用していることを示し
ている。また、「事前に一緒に確認し、把握しても
らって、これをやってみようかというようにやっ
た。」という語りが示すように、手術室看護師は積
極的に学生に関わり、学生のニードに合った指導
を試みようとした可能性がある。これらのことよ
り、手術室看護師の指導の方向性を示す手術室見
学実習資料を用いた指導を行うことで、学生に積
極的に関わることができるとともに、学生への指
導の不安の軽減ができる可能性が推察できる。 
また、手術室看護は、専門性が高い 12)領域であり、
看護学生が手術室に関連する経験や情報などを知
る機会が尐ないことが推測される 6)点から、看護
学生と指導者間の専門知識や患者を支援するため
の情報の差より相互関係が成立しにくい可能性が
あるが、手術室見学実習資料を用いることで、看
護学生と手術室看護師の間で共通の言語となり、
両者が同じ目的を向いた手術室見学実習を実施で
きることが推察できる。 
これらの点より、手術室見学実習資料は、看護
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学生と手術室看護師の相互で活用がされていたこ
とが明らかとなったともに、互いに積極的に手術
室見学実習に臨める可能性が示唆された。 
 
3. 手術室見学実習資料の今後の具体的な活用
方法について 
手術室見学実習資料の手術室見学実習前の活用
率が 100％に対して、手術見学実習中における活
用率は 77％であった。資料が活用できない理由と
して、看護学生たちは、資料がうまく活用できな
い状況と難しさを語った。 
手術室は、生命と直結する空間であり、同じ術
式であったとしてもすべて同じ経過をたどるとは
限らない。そのため、看護学生は、そのような流
動的なく空間の中で実習を行っており、看護学生
が「その通りにはいかなかった」「現実できないこ
ともあった」語ったように、手術室見学実習資料
をうまく活用できないという困難さを感じていた
と考える。また、「事前に見せてと言われなかった、
タイミングがわからなかった。」というように、看
護学生が手術室見学実習資料の活用の方法を理解
してない状況や指導する看護師の手術室見学実習
資料の活用の周知がされていない状況が明らかと
なった。これらの点より、資料を活かせない問題
として、手術の進行状況により活用できない状況
や困難さと手術室見学実習資料の活用に対する認
識が手術室看護師と看護学生において周知されて
いない可能性が示唆された。 
今後、手術室見学実習資料の実習中の活用方法
を効果的に活用する方法を検討する必要があると
考える。手術の進行状況により活用できない状況
や難しさに対しては、米田が 4)が指導者は学生が
実習中に分からなかったことをなど質疑応答や問
題解決ができる環境を整える必要があると述べて
いるように、手術中は困難であったとしても実習
終了後に質疑応答や問題解決ができる環境を設定
することで改善できる可能性がある。また、看護
学生が「経験できなかった」や「見ることができ
なかった」という否定的に実習を終えるのではな
く、そのような背景に何が起こっていたからなの
かという医療現場の現実をしっかりと理解できる
ように関わる必要性があると考える。 
手術室見学実習資料の活用に対する認識が手術
室看護師と看護学生において周知されていない可
能性に対しては、看護学生においては、手術室見
学実習前に行われるオリエンテーションの中で繰
り返し説明するとともに手術室見学実習前に活用
方法を理解しているかの確認を実施することで活
用方法の周知ができると考える。実習指導者が指
導を行う手術室看護師に対して実習目標や手術室
見学実習資料の活用方法の説明を行い、適宜学生
指導をする手術室看護師へサポートを行うともに、
大学教員より実習を行う手術室看護師に対して実
習の目的や内容を明確に伝える必要があると考え
る。また、指導をしている手術室看護師は、外回
り業務と兼務していることが多いため、手術の進
行状況によっては、業務調整を行い、外回り看護
師の人数を増やす、または別の指導者が指導を行
うなどの指導している看護師へのフォローが必要
であると考える。 
以上の改善点を実践するためには、実習病院の
実習指導体制への協力とともに教員と指導者との
綿密な連携が重要と考える。 
 
研究の限界 
 本研究は、研究参加者が 22名と人数が尐ないた
め、手術室見学実習の具体的な支援としては一般
化できない。今後、継続して具体的な支援につい
て検討していきたい。 
 
結 論 
1. 看護学生の語りより、事前学習に関する【事
前学習としてのツール】【実習の具体的イメ
ージ化の促進】と実習中の指導に関する【指
導看護師と学生の相互活用】【実習内容の具
体的理解】と資料活用に関する【資料が活か
せない問題】の 5つカテゴリーが明らかとな
った。 
2. 手術室見学実習資料は、手術室見学実習に対
する実習への学習準備のツールであるとと
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もに、手術室見学実習に臨む看護学生の内発
的動機づけに有効であることが示唆された。 
3. 手術室見学実習資料は、手術室見学実習の具
体的な理解ができるツールでできるととも
に自主的に実習に取り組むことができる効
果が示唆された。 
4. 手術室見学実習資料は、看護学生と手術室看
護師の相互で活用がされていたことが明ら
かとなったともに、互いに積極的に手術室見
学実習に臨める可能性が示唆された。 
5. 資料を活かせない問題として、手術の進行状
況により活用できない状況や困難さと手術
室見学実習資料の活用に対する認識が手術
室看護師と看護学生において周知されてい
ない可能性が示唆された。 
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Abstract 
 
This study clarifies how a nursing student utilizes a document for operating room practice and, it was intended 
to examine the concrete relation to the nursing student by the operating room nurse. 
After adult nursing practice, interview a nursing student, qualitative, analyzed it inductively. 
As a result, five categories came out of the talk of the nursing student; “a tool as the prior learning”, “a concrete 
image of the practice is promoted, “a mutual utilization of an instruction nurse and the student”, “a concrete 
understanding of practice contents” and “a problem that cannot utilize a document”. 
It was effective about the following, the operating room practice document was a tool of learning preparations. 
Concrete understanding of the operation practice was possible, and a student was able to work on practice 
voluntarily. 
A nursing student and an operating room nurse conjugated in practice together. In addition, it was suggested 
that operating room practice was possible actively together. 
 
Keyword：adult nursing practice, surgery, nursing students, nursing education 
 
 
 
 
 
 
 
